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港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 木曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
二
十

年
三
月
、
長
女
と
池
田
市
の
親

戚
宅
へ
疎そ

開か
い

。
六
月
五
日
の
白

昼
、
神
戸
空
襲
を
終
え
て
上
空

を
通
過
す
る

か
ら
爆
弾
が

投
下
さ
れ
、
母お

も

屋や

は
一
瞬
で
崩

壊
、
現
場
は
凄せ

い

惨さ
ん

だ
っ
た

）

こ
の
爆
撃
で
母
屋
に
い
た
同

居
人
を
含
む
六
人
が
亡
く
な

り
、
夫
の
姉
の
嫁と

つ

ぎ
先
一
家
は

全
滅
し
ま
し
た
。
母
屋
と
私
た

ち
の
い
た
離
れ
と
は
十

ほ
ど

し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
ひ
と
つ

違
え
ば
私
た
ち
が
同
じ
目
に
遭あ

っ
て
い
た
の
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
離
れ
も
無
害
で
は
な
く
、
爆

風
で
窓
ガ
ラ
ス
が
粉
々
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

◆
救
助
活
動
に
走
る

シ
ョ
ッ
ク
に
呆
然
と
す
る
暇

い
と
ま

も
な
く
、
私
は
救
助
活
動
に
走

り
ま
し
た
。
池
田
の
病
院
は
、

担た
ん

架か

で
次
々
と
運
び
込
ま
れ
る

死
体
や
怪け

我が

人
で
足
の
踏
み
場

も
な
い
惨
状
で
し
た
。

そ
う
し
て
私
が
外
に
出
て
い

た
半
日
ほ
ど
の
間
、
長
女
（
小

学
一
年
生
）
は
夕
方
ま
で
一
人

で
留
守
番
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
幼
い
な
が
ら

自
分
も
何

か
し
な
け
れ
ば

と
で
も
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
、
ご
飯
を
炊
い

て
待
っ
て
く
れ
て
い
た
の
を
今

も
思
い
出
し
ま
す
。

◆
爆
風
で
倒
れ
た
家
々

空
襲
の
後
、
付
近
に
は
直
径

十

以
上
も
あ
る
大
穴
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
豊
中
方

面
の
山
の
斜
面
を
見
る
と
、
爆

風
に
煽あ

お

ら
れ
た
の
か
、
家
々
が

み
な
同
じ
方
向
に
倒
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
付
近
の
線
路

に
飛
び
込
ん
だ
男
の
人
の
バ
ラ

バ
ラ
死
体
を
見
ま
し
た
。
空
襲

で
身
内
を
失
っ
て
絶
望
し
た

か
、
気
が
違
っ
た
か

恐
ら
く

そ
ん
な
理
由
で
の
自
殺
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

◆
敗
戦
に
悔
し
く
情
な
く

八
月
十
五
日
正
午
。
ラ
ジ
オ

の
玉

ぎ
ょ
く

音お
ん

放
送
を
親
戚
の
人
た
ち

と
一
緒
に
聴
き
、
戦
争
が
終
わ

っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
厳

し
い
戦
況
で
も
日
本
は
最
後
に

は
勝
つ
と
信
じ
て
い
た
の
で
、

敗
戦
は
衝
撃
で
し
た
。
悔く

や

し
く

て
情
け
な
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

日
本
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
と

不
安
で
頭
が
一
杯
に
な
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

◆
支
え
ら
れ
幸
せ
な
日
々

戦
後
は
淀
川
区
で
五
十
年
以

上
暮
ら
し
、
港
区
に
は
平
成
十

二
年
に
移
っ
て
来
ま
し
た
。

五
十
代
で
胃
と
十
二
指
腸
と

胆た
ん

嚢の
う

を
切
除
し
、
六
十
代
に
は

交
通
事
故
で
骨
盤
を
骨
折
す
る

な
ど
、
戦
後
も
決
し
て
平
坦
な

人
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
八
十
歳
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

一
級
審
判
の
資
格
を
取
得
し
、

な
み
は
や
国
体
に
審
判
員
と
し

て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
経
験

は
、
今
も
宝
物
の
よ
う
に
大
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。

夫
は
六
十
八
歳
で
他
界
し
ま

し
た
が
、
現
在
、
二
人
の
娘
や

孫
五
人
、
曾ひ

孫ま
ご

四
人
が
入
れ
替

わ
り
面
倒
を
看み

て
く
れ
、
ま
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
仲
間
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
に
励
ま
さ
れ
、
助

け
ら
れ
な
が
ら
、
幸
せ
な
日
々

ま
さ
か
の

敗
戦
衝
撃

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
戦
没
兵
の
弔
い
を
早
く

そ
れ
で
も
、
あ
の
戦
争
で
多

く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

を
思
い
出
す
と
、
今
も
胸
が
痛

み
ま
す
。
特
に
、
大
き
な
軍
艦

が
沈
ん
だ
り
し
て
海
の
底
に
は

今
な
お
無
数
の
兵
隊
さ
ん
が
眠

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
国
は
一

刻
も
早
く
そ
れ
ら
の
霊
を
弔
っ

と
む
ら

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

今
の
平
和
な
日
本
に
文
句
を

言
っ
た
ら
バ
チ
が
当
た
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
世

界
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ど
こ
か

で
争
い
が
起
こ
っ
て
お
り
、
多

く
の
人
が
昔
の
私
た
ち
と
同
じ

目
に
遭
っ
て
い
る
と
思
う
と
、

気
の
毒
で
な
り
ま
せ
ん
。
世
界

中
の
人
た
ち
が
一
日
も
早
く
平

和
に
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
と
心
か
ら
願
う
毎
日
で
す
。

（
終
わ
り
）

下

）（
市
岡
元
町

）

）（
市
岡
元
町

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈

シ
ア
タ

ー

八
九
年
秋
か
ら
翌

年
夏
に
世
界
を
熱
狂
の
渦
に
巻

き
込
ん
だ
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー

ン
ズ
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
か
ら

ト
リ
ノ
・
ベ
ル
リ
ン
・
ロ
ン
ド

ン
で
の
模
様
を
通
常
映
画
の
十

倍
以
上
の
フ
ィ
ル
ム
サ
イ
ズ
の

で
収
録
。
全
十
五
曲

が
世
界
最
大
級
ス
ク
リ
ー
ン
と

メ
ガ
サ
ウ
ン
ド
で
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
。
ラ
イ
ブ
を
超
越
す
る
臨
場

感
が
楽
し
め
る
。
七
月
二
十
四

日

八
月
三
十
一
日
（
七
月
二

十
六
日
は
休
映
）十
九
時
か
ら
。

当
日
高
校
生
以
上
千
八
百
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

モ
デ
ル

シ
ッ
プ
友
の
会
作
品
展

八

月
二
十
八
日
ま
で
。
紙
で
緻ち

密み
つ

に
制
作
さ
れ
た
約
二
十
点
。
黒

船
や
遣け

ん

唐と
う

使し

船
な
ど
の
歴
史

物
、
昔
の
天
保
山
の
港
湾
風
景

ジ
オ
ラ
マ
も
。
十

十
七
時
入

館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開

館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日

な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館

開
館
日
の
拡

大

今
年
度
か
ら
夏
休
み
期
間

（
七
月
二
十
六
日

八
月
三
十

日
）
は
月
曜
日
も
開
館
（
十

十
七
時
）
。
調
べ
物
や
本
と
の

出
合
い
に
利
用
を
期
待

図
書

展
示

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
本

展

八
月
一
日

九
月
二
十
六
日
。
戦
争
の
記
憶

を
語
り
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

の
に
役
立
つ
本
を
紹
介

六

五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

い
ず
み
ホ
ー
ル
シ
リ

ー
ズ

二
人
の
巨
匠
が
感

動
の
夏
を
演
出
。
常
任
指
揮
者

飯い
い

守も
り

泰た
い

次じ

郎ろ
う

は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

田
園

交
響
曲
を
。

左
手

の
ピ
ア
ニ
ス
ト

舘た
て

野の
い

泉ず
み

写

真
（

武
藤
章
）

は
第
二
次

大
戦
前
夜
に
書
か
れ
た
ブ
リ
テ

ン
の
傑
作
を
国
内
初
演
奏
。
曲

目
は

武た
け

満み
つ

徹と
お
る

弦
楽
の
た
め

の
レ
ク
イ
エ
ム

ブ
リ
テ
ン

デ
ィ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
作
品

（
左
手
ピ
ア
ノ
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
た
め
の
主
題
と
変

奏
）

ブ
ラ
ー
ム
ス

交
響
曲

第
２
番
ニ
長
調
作
品

。
八

月
五
日
（
木
）
十
九
時
か
ら
い

ず
み
ホ
ー
ル
（

大
阪
城
公

園
、
地
下
鉄

）
で
。
十

八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ

ト
ー
ク
。

席
五
千
円
、

席

三
千
五
百
円
。
無
料
託
児
サ
ー

ビ
ス
あ
り
（
七
月
二
十
二
日
ま

で
に
申
込
先
着
三
十
名
）
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

雨
に

唄
え
ば

ト
ー
キ
ー
出
現
で

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
も
そ
の
悪

声
か
ら
将
来
に
暗
雲
が
。
新
時

代
に
突
入
し
た
映
画
界
の
楽が

く

屋や

裏
を
軸
に
ケ
リ
ー
と
レ
イ
ノ
ル

ズ
の
ロ
マ
ン
ス
を
描
い
た
傑
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
五
二
年
米
。

天
然
色
・
字
幕
。
七
月
二
十
四

日
（
土
）
十
時
と
十
四
時
。
一

人
六
百
円
。
当
日
先
着
百
名

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

七
月
二
十
三
日（
金
）

十
四

十
六
時
。
出
演
は
桂
三さ

ん

弥や

、
桂
三
幸
。
定
員
五
十
名
。

協
力
金
五
百
円

懐
か
し
の
名

画
大
会

悪あ
く

名み
ょ
う

河
内
の
朝あ

さ

吉き
ち

は
無
類
の
暴
れ
ん
坊
。
遊ゆ

う

郭か
く

か
ら
売
ら
れ
た
女
性
を
救
う
た

め
子
分
と
因い

ん

島の
し

へま

。
監
督
は
田

中
徳
三
。
出
演
は
勝
新
太
郎
、

田
宮
二
郎
、
中
村
玉た

ま

緒お

他
。
六

一
年
大
映
。
八
月
十
三
日
（
金
）

十
四
時
。
会
費
百
円

同
セ
ン

タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇

（
入
舟
公
園
隣
）。
問
合
せ
は
主

催
の
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

追
悼
特

集

名
優
・
森も

り

繁し
げ

久ひ

彌さ
や

昨

年
亡
く
な
っ
た
大
阪
出
身
の
希き

代た
い

の
名
優
を
偲し

の

び
、
過
去
最
大

級
の
五
十
作
品
を
一
挙
上
映
。

三
等
重
役

次
郎
長
三
国

志

警
察
日
記

夫め

婦
善ぜ

ん

哉ざ
い

『
暖の

簾れ
ん

』『
野
良
猫
』
写
真

『
社
長
太
平
記
』
恍こ
う

惚こ
つ

の
人

他
。
七
月
十
七
日

八
月
二
十

七
日
。
当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
日
程
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
松
浦
由
美
子

さ
ん
主
宰
の
音
楽
喫
茶

は
な

ま
る
カ
フ
ェ

若
手
テ
ノ
ー
ル

デ
ュ
オ
が
日
本
の
懐
か
し
い
歌

を
歌
う
。
毎
月
一
回
金
曜
十
九

時
か
ら
（
七
月
は
三
十
日
）
。

会
費
千
円
（
一
飲
物
付
）

天

王
寺
区
上
本
町
六

二

三

七
、
地
下
鉄
谷
町
九
丁
目

出

口
、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

ひ
ま
わ
り
と
水
辺
の
風
景

七
月
十
二

二
十
日
（
十
七

日
臨
休
）

鳥
と
動
物
画
展

七
月
二
十
九
日

八
月
三
日

お
寺
の
ス
ケ
ッ
チ
展

八
月
五

十
日
（
八
日
臨
休
）
。
開
館

は
十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六

時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。
入
場

無
料
。弁
天
四

一
一

四（
ピ

ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六

五
九
九

七
九
七
七
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ
グ
ル

ー
プ
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

教
室
作
品
展

光
と
影

八
月
二

十
九
日
、
港

区
役
所
一
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
京
都
手て

描が

き
友ゆ

う

禅ぜ
ん

を
ガ
ラ

ス
に
応
用
。
透
明
感
・
幻
想
感

の
あ
る
新
し
い
芸
術
。
り
そ
な

銀
行
、
学
習
セ
ン
タ
ー
等
で
の

催
し

タ
イ
ル
に
三
原
色
で
色

あ
そ
び

の
見
本
作
品
も
。

六
五
七
六

一
三
四
四
金か

ね

元も
と

。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

い
ず
み
ホ
ー

ル
シ
リ
ー
ズ
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

雨
に

唄
え
ば

（
上
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

追
悼
特

集
名
優
森
繁
久
彌

（
上
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

八

月
の
光
の
中
で

（
７
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。
家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

●
僕
と
私
を
可
愛
が
っ
て
下
さ

る
方
を
求
む

オ
ス
と
メ
ス
、

二
カ
月
半
、
七
百

、
ト
イ
レ

し
つ
け
済
み
。

〇
九
〇

三

八
四
三

〇
二
二
九
吉
田
。


